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災害への備えを
　地震や突発的な災害は予測が難しく、また風水害については発生予測は可能ですが
被害の規模までを予測することは困難です。いざというときに素早く安全に行動で
きるよう、日ごろから防災意識を高めて、災害に備えましょう。

９
月
1
日
は
防
災
の
日
で
す
。
昨
年
、

6
月
に
発
生
し
た
大
阪
北
部
地
震
、
7
月

に
発
生
し
た
西
日
本
豪
雨
は
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
９
月
の
台
風
第
18
号
で
は
、

市
内
で
記
録
的
な
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
大

き
な
被
害
を
受
け
、
自
然
災
害
の
脅
威

を
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
市
で

は
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
要

な
施
策
と
し
て
掲
げ
、
防
災
・
減
災
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
被
害
を
抑
え
る
に
は
、

行
政
・
消
防
機
関
な
ど
に
よ
る
救
助
や
救

援
な
ど
の
「
公
助
」
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身

を
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
ま
た
地
域
で

互
い
に
協
力
し
合
う
「
共
助
」
の
連
携
が

必
要
で
す
。

市
で
は
災
害
に
備
え
、
同
報
系
防
災
行

政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ

ー
ル
）、
防
災
・
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
を
し
て
い

ま
す
。
風
水
害
や
土
砂
災
害
の
み
な
ら
ず
、

近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
琵
琶
湖
西

岸
断
層
帯
地
震
や
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な

ど
の
大
災
害
や
緊
急
事
態
の
発
生
に
対
し

て
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
～
公
助
・
自
助
・
共
助
～

　9 月 15 日午後 1 時 54 分に大雨洪水強風注意報、午後 6 時 48 分に大雨警報、午後 9
時 13 分に洪水警報、午後 9 時 55 分に土砂災害警戒情報が発表、翌 16 日午前 5 時 5 分
に大雨特別警報が発表されました。同日午前 11 時 30 分に大雨特別警報が解除された
のを始め、17 日午後までにすべての警報注意報が解除されました。
　この豪雨により、死者 1 人、住家の被害は全壊 4 棟、半壊 13 棟、一部損壊 16 棟、
床上浸水 12 棟、床下浸水 127 棟、非住家被害は公共建物 1 棟、その他 12 棟、安養寺
山斜面山崩れ 12 箇所、目川地先金勝川決壊、農作物被害面積 42.35ha、市道被災路線
20 路線、林道崩壊箇所 61 箇所に及びました。

　平成 25 年（2013 年）台風第 18 号　栗東市内の被害

問危機管理課　☎551-0109　ＦＡＸ518-9833
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水
害
・
土
砂
災
害
の
防
災
情
報
の
伝
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た

警戒
レベル 避難情報 住民のとるべき避難行動 警戒レベル相当情報

（気象庁などが発表）

警戒
レベル

５

災害発生情報
注１ 

（市が発令）

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとり
ましょう。

警戒レベル５相当情報
氾濫発生情報
大雨特別警報　など

警戒
レベル

４

避難勧告
避難指示（緊急）
注 2

（市が発令）

速やかに避難先へ避難しましょ
う。注３
公的な避難所（場所）までの移動
が危険と思われる場合は、近くの
安全な場所や、自宅内のより安全
な場所に避難しましょう。

警戒レベル４相当情報
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報 など

警戒
レベル

３

避難準備・高齢
者など避難開始
（市が発令）

避難に時間を要する人（高齢者、
障がい者、乳幼児など）とその支
援者は避難しましょう。その他の
人は、避難の準備を整えましょう。

警戒レベル３相当情報
氾濫警戒情報
洪水警報
大雨警報　など

警戒
レベル

２

洪水注意報
大雨注意報等

（気象庁が発表）

避難に備え、ハザードマップなど
により、自らの避難行動を確認し
ましょう。 警 戒 レ ベ ル 相 当 情 報

は、住民が自主的に避
難行動をとるために参
考とする情報です。警戒

レベル
１

早期注意情報
（気象庁が発表） 災害への心構えを高めましょう。

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
を
踏
ま
え

て
、
避
難
情
報
を
直
感
的
に
伝
え
ら
れ

る
よ
う
、
内
閣
府
に
よ
り
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
と
る
べ
き
行
動
と
避
難
情
報
な

ど
を
５
段
階
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
」
に
整

理
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
基
づ
き
本
市
で
も
こ
れ
ま
で

の
避
難
情
報
を
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
用
い

た
方
法
に
よ
り
発
令
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
、【
警
戒
レ
ベ
ル
3
】
で
は
、
高
齢

者
な
ど
の
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
と

そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
、
そ
の
他

の
人
は
避
難
の
準
備
と
な
り
、【
警
戒

レ
ベ
ル
4
】
で
は
、
全
員
避
難
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
庁
な
ど
か
ら
「
警
戒
レ

ベ
ル
相
当
情
報
」
が
発
表
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
相

当
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
と
し
て
も
、

必
ず
し
も
栗
東
市
か
ら
同
じ
タ
イ
ミ
ン

グ
で
同
じ
レ
ベ
ル
の
避
難
情
報
が
発
令

さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
自
主
的
な

避
難
行
動
を
と
る
際
に
活
用
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る
意
識
を
持

っ
て
、
適
切
な
避
難
行
動
を
と
り
ま
し

ょ
う
。

注１ 可能な範囲で発令
注２ 緊急的または重ねて避難を促す場合に発令
注３ 避難先は公的な避難場所に限りません。近くの家族や親戚、知人
　　 宅への避難を日ごろから相談しておいてください。

「警戒レベル」で避難のタイミングを伝えます！

◦◦災害への備えを◦◦

（内閣府資料より）
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野
洲
川
の
洪
水
情
報
を
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
発
信

■
野
洲
川
の
洪
水
情
報
が
緊
急
速
報

メ
ー
ル
で
発
信
さ
れ
ま
す

国
が
管
理
す
る
野
洲
川
で
、
川
が
氾

濫
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
時
に
、
そ

の
周
辺
に
い
る
人
に
氾
濫
の
危
険
を
お

知
ら
せ
す
る
防
災
気
象
情
報
が
自
動
配

信
さ
れ
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、

本
市
か
ら
の
避
難
情
報
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
各
自
安
全
を
確
保
す
る

な
ど
、
適
切
な
防
災
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
か
ら
防
災
気
象
情

報
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
河
川
情
報
な
ど

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

6
月
か
ら
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
統

合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し

た
。
風
水
害
な
ど
の
有
事
の
備
え
と
し

て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◦
水
害
・
土
砂
災
害
情
報
統
合
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
（ https://w

w
w

.
river.go.jp/portal/ 

）

◦
川
の
防
災
情
報
な
ど
は
、
左
記
の
と

お
り

問
国
土
交
通
省
琵
琶
湖
河
川
事
務
所

調
査
課  

☎
546-

０
８
４
４ 

河川管理者（国）・気象庁

住民の皆さん

携帯電話会社

防
災
・
防
犯
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

　

市
で
は
、
防
犯
情
報
の
ほ
か
、
防
災

行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し

て
い
る
防
災
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
配
信

し
て
い
ま
す
。

　

配
信
す
る
情
報
は
、

①
防
犯
情
報
（
不
審
者
情
報
な
ど
）

②
気
象
警
報（
大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
）

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

④
竜
巻
注
意
情
報

⑤
震
度
情
報（
地
震
発
生
後
の
震
度
情
報
）

⑥
国
民
保
護
情
報
（
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
情

報
な
ど
）

で
す
。

<

登
録
方
法>

◦
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
、
携
帯
電
話
か
ら

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
登
録
案
内
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

◦
画
面
の
案
内
に
従
い
、

登
録
く
だ
さ
い
。

<

注
意
事
項>

◦
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ

ン
指
定
受
信
を
設
定
し
て
い
る
人

は
、
解
除
す
る
か
、
先
に
ド
メ
イ
ン

「city-ritto.jp

」
を
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
防
災
・
防
犯
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
で

は
、
登
録
か
ら
12
か
月
が
経
過
す
る

と
、
メ
ー
ル
配
信
の
継
続
を
確
認
す

る
メ
ー
ル
を
自
動
送
信
し
て
い
ま
す
。

　

配
信
継
続
を
希
望
す
る
人
は
、
お
手

数
で
す
が
、
案
内
に
従
い
、
継
続
登

録
く
だ
さ
い
。

※
確
認
メ
ー
ル
の
配
信
か
ら
14
日
経
過

す
る
と
自
動
的
に
登
録
解
除
と
な
り

ま
す
。

■
防
災
行
政
無
線
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

市
で
は
、
市
内
に
設
置
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
か
ら
防
災
情
報
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
に
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
電
話
を
か
け
る
と
、
録
音
さ

れ
た
放
送
内
容
が
確
認
で
き
ま
す
。

※
滋
賀
県
内
か
ら
の
み
か
け
ら
れ
ま
す

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
０
３
１
８
９
９

　
　
　
　
　
（
ぼ
お
さ
い
は
こ
こ
）

※ＱＲコードから
もメール送信が
できます。

entry@city-ritto.jp

洪水情報 緊急速報メール

川の水位情報 川の防災情報

ハザードマップ
ポータルサイト

パソコンやスマー
トフォンで検索で
きます
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８
月
６
日
、
株
式
会
社
三
輪

タ
イ
ヤ
と
地
震
、
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
が
発
生
、
ま
た
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
要
請
に
基
づ
き
、
車
載
発

電
装
置
付
タ
イ
ヤ
入
替
用
作
業

工
作
車
（
タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス

カ
ー
）
で
の
電
力
供
給
と
救
援

物
資
な
ど
の
保
管
に
つ
い
て
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

協
定
調
印
式
で
は
、「
通
常

は
出
張
用
タ
イ
ヤ
交
換
車
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
災
害

時
の
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
発

電
装
置
を
活
か
し
た
電
力
供
給

車
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。
他

社
に
な
い
技
術
で
社
会
貢
献
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

災害時の支援協力に関する協定を締結しました

▲株式会社三輪タイヤの三輪智信
代表取締役（左）

　

８
月
６
日
、
滋
賀
県
建
設
業

協
会
湖
南
支
部
か
ら
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
28

年
の
ド
ロ
ー
ン
２
台
に
引
き
続

き
イ
ン
バ
ー
タ
搭
載
発
電
機
２

台
を
市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
民
が
安
全
安
心
に
暮
ら

せ
る
よ
う
に
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、

発
電
機
は
停
電
時
の
電
力
供
給

の
一
端
を
担
う
非
常
に
有
効
な

も
の
で
あ
り
、
停
電
時
は
も
と

よ
り
、
普
段
か
ら
各
種
訓
練
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

寄
贈
式
で
は
、「
災
害
時
の
避

難
所
な
ど
で
の
活
用
だ
け
で
な

く
、
日
ご
ろ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
使
い
、
役
に
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

インバータ搭載発電機を寄贈いただきました

▲滋賀県建設業協会湖南支部の猪飼英男支部
長（中央）

栗東市防災会

 　

地
域
の
た
め
に
！
防
災
・
減
災
に
取
り
組
む

◦
名
称
…
栗
東
市
防
災
会

◦
代
表
…
岩
本
敏
雄

◦
設
立
年
月
日
…

　

２
０
１
８
年
２
月
11
日

◦
会
員
数
…
37
人

　

平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
に
栗

東
市
で
開
催
さ
れ
た
防
災
士
養
成

講
座
の
受
講
者
た
ち
が
集
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
個
々
の
活
動
を
支
援

し
、
組
織
と
し
て
活
動
の
幅
を
広

げ
る
た
め
に
「
栗
東
市
防
災
会
」

を
結
成
し
ま
し
た
。

地
震
や
風
水
害
は
必
ず
起
き
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
、
過
去
の
地

震
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
の
検

証
や
課
題
を
学
習
し
、
最
新
最
良

の
資
質
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
研

修
会
や
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
で
の
研
修
会
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動
支
援
を
通
し

て
、
地
域
住
民
の
防
災
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
、
ど

の
よ
う
に
生
か
す
の
か
、
ど
の
よ
う

に
関
わ
る
の
か
な
ど
を
常
に
考
え

な
が
ら
地
域
の
た
め
に
防
災
・
減
災

に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

市民の
　防災

活動

▶７月27日、「人と防災未来センター」
研究員の河田慈人さんを講師に迎え
て、防災・減災・レジリエンス（縮災）
を学びました。熊本地震での避難所運
営のリーダー不足、西日本豪雨での避
難指示に対する理解不足など、貴重な
経験談や教訓を教えていただきました。

◦◦災害への備えを◦◦
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